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心壱停壱リフレ，y~~

スポーッの敦也例の市民スポ ツのつどい

を今年も"月間日「徐育の臼Jに聞きます。

~鐘にスポ ツを姦しんでいたどけるよう 今

回も糧スポ ツを同じめ"のスポ ツ広場を股け

ています。

各観後とも初心者文歓迎ですので窓悠旗場

や送時の仲間と気包に.鯛〈ださいa

ジョギングの広喝
(鴻J逸・よ観緯‘・

y ・.ングコース〉

。マ4ペースで.り，ιaう.，ース'"固と6回の2一..細川目師会恥
.出発時間 守前1崎 e爾天中山

オリ工ンテーリンクの広場

C術削れた時間内にで/l~1!岬〈の柏崎制し
て通過し その褐点を銅今又コア，リエ〆テーリン《
寧繊宮隆容覆院をスタートL、同じ所へ慶一ョてくるコー
スです. ィ.，〆グ制で闘してく白い.'ンパ
ス、蜘貸し出し山肘→ぺ」〆時白.... 
タ，又"上中旬織の3タ，ス.t. j匂制緩クラ叉
1: roLピンプH 行います..し込みιl哨 酸叫，
無'"入のこと.当日a・8闘もでーます.
..，愛創始 午前，.払雨天中止ョ・

Z算琢の広窃 〈円筒ニ体育.)

く小牲帽〉
Oプ0刊。ーグとトり 川弘
<ダブルスの飯〉
0どん九五ペアでも..できます.
L筒俊車線向島民.除く〉
"一子少ーの名高L人"当日会織
で処つげで..で.，ます.
くラージポール文.>
。初心宥や高儀費の允め、大.'
ピ〆Eまを使ー，た試合もお、:t.い
a鹿す(高校の恩師慢"隙〈
同銀関鎗…午前1凧

ミニバスケットの広場 〈中央体育配

0'ユパスケットボ ルの活動をして、るチームか、活
'助しようとする手ームー :←叫人以上で臨Lて
〈ださい.
...開陥 午附9時.

ミニサッカーのE・{ニ名中大.・西小関グ.ンド)
OIJ'''I'= 5写生~中学1厚生の男.で スポーツ少年凶
学彼学級、町内信どの単位でザヲカ←の活動をして
Lる予ーム.当日各争←.の傑護者で予ーム，網んで
の総合もできます.

.震律関鎗 午前ゆ偽.'1、雨決行.

/ -. 
ゲートボールの広渇 〈鴻，.・助暖銭船

司区島健司p・婦のチームで.加し蛮ぜんか.子どもた包の
チームも犬同. 1予_l./;Iト 7人以内聞岡本
ゲー同一岨合即時はいます.
同醐鎗 叩】輔 雨天中止.

パレ ボールの広場

←蜘II>H5."同.帥}o.小学校区噂位で既婚の樋人，た"お 鮎A上の女子
と男子で編成されたチーム(男 子H 人常時出場)
明暗岬町崎此噌人で編成された手ームで

ゆ嗣(男刊3人制).
く岬主主帽> (ニ酔小酬育館〉
00人制男女別で 1学校か"2 -f"ーム怠加でさ複す.
パヲク4睦ンター臨，-，で..
くミ=ソヲトバレーボール> (ニ名中 小間体育皿}
やわりかいポールを健司たパレーポールです." ー
ム'"人で ，-，の大"舎はパドゐ y ト'-'IUをと同U
でコ'-'，<タ'"パレーポ←ルです.(かもル ルも篭単.
っき婦の-t:~も径〈 、 だれで もすぐに棄し〈プレ で盛
るスポーッです.

0対象t四日節目、1"'-"4"1:'剛山
どさい.
同銀醐一時 1胤

霊剣道必制たの広場 〈222干忌おお
0各横目の正しい僧噂をします.ク，プ 間体ごとにゆ
L込んでくどさいー
時雄醐 午前哨.

弓道の広場 (司..)

C正Lい弓湿のt重傷令指場Lます.初めての人も気恒に
.加して <I!~ ぃ.
同後醐 午前哨.小扇附.， ;;Z>F-':;施設開放「
(財)市スボ ツ銀興"援団""毎'"展望し鴻ノ池飽
上山と判明開閉Lています.-1ft!" I 

みr.:~"の体力づ〈りにご何月開くときい.

鴻ノ池陸上線後嶋崎温町宮22-00(1)

〈と酌 91l22U冊
・午剛一n砕."，酎.7，，1--71"ヌトンョ制
・ 午後間~時 均等以.岬町駅~HJ

中央体育館{溢事町.，..(関n
{と$)91'12l Aω 樋目uパドミけ〆

・ 午耐~，-正午 j 槌権時U時間制
・午後l時-，時1
船内円削門 市創刊傘引. ."閉め
開£制刊圃'C"，J."". ~ ~ -'" ，""，.，.，. < ，.・、

" 



11スポーツと
スポーツテストの匝喝 t局J岨且醐}

0・..ーヲ S剛山 ，~<I"'7 " -"'，，~，'­
~':Ik7 ・...， "刊と..ー沖"制力闘
カクグググ川内問争闘し，すだれもが
鷹"・加で..す.ま緩やグル デでa・加してくだ
"、. 柑!iI "$It~均回会場へ. 倒人a・伽"除趨.
・・回観剛一介船時.日同町'<'

〈グ，νドゴルフ〉

-，、，、

'"叫?レげ した.トッで W!UのH け ク
ポール :1-，.，'"̂ 同酬日ボール"''''-，1-1二ν
...で酎，..也、合い...
T-t.，.-/ou・-，ん
〈ターゲ，トパ ドゴルフ〉

J 
価・M闘の棚H・0-.叶 .iI():i'"7 " ，.プで
打つ 1，，-:1.ルヲの .です.. ル"向か，て恩い.
".時制.う岨M 醐包いいM ー押す.
砂何人で，で..す.

〈ペタンク〉
ヲ，シ認争中<ζ祷1.'-1..1:ζの.. ツ1;1.tJ・の小
さ匂t:'.. .. ~山観樹?に金属図の. 川俊げ合い
よりaづげることによ勺て柵点4長嶋い虚す.
."ーム1:2-6ん

水泳のE・《傘らや暗闇プール》
0'4.1.闘で"刷、醐叩楓叫す.加
制《主催婚の侃星奮と輔副硯・，.孝弘・8阻'"網
2・IlJ:UOl.定員'"ω人侃海布多畿の‘合同僧橿，
〈・圃〉
・Fリν (開園 (0001)、五入..健 〈紅自).. 
1ft助鎗皆 (鈎園)、健子a凶ん」院本9・ltt(~m)、 ，
a・本捗 リνー {鈎.)、 現，.，分間リ νー(自由形で
"開》 子ども樗岨.技 (.幽〉
・・剛剛咋即時半.

'旬

各臨時岬し込柑 8"208闘でに
聞酷輔臨桝向闘で.

網..合Mチム名、..名、.νパ-..~ 
!t<IJ，， ""I;;t*隈~. "..氏名).ど必要
開制定て市間億四 〈ニ厳畑商ーT

固 t - l~11'1 】ヘ.

水~の広喝の闘"し治み"橿自・開女別.. ，入

，帥脚I!"{'III..."，.

10月10目隠
体育の目

af，、，，~_"}'1:

ソフトボールのE・
〈麗人錫乎.人女子の・>

(11*' .1f.1I-'ljI.・・
k 時開船

0" ーム1:lo人以内で 2U合IJ':'.ぃ...
'噌個健闘槍 午前8崎a耐榊む

験式I!IまのE・"白木コート)
-.，，¥，11;， J.緬甥1.1岨以上。叫
。州通以上の."、ぺ?ののS十年"が，.漉illoで、男
(T':.otW.l...I:. "f{'f嶋崎I.:ISaIIrJJ"t'1I甘 .
〈小司院曾高学年T:::ススター'0監髄鏑人)>
'"貴賓彰式で、緩み枝衡@桶揮とゲーJ."'tI.:.匂います.
..盛岡....午・"崎、雨天'1'止.

テニスの広竃 G司唱脳輔飢ニ時コ的

〈ー健男女 〈司..高畿大学生..む〉の.>
Oll.ftlt ダプルスでト ー ナ .. ，， ~Jj式.
<!iKU:禽k会ペス..、市民スポーツ@勺どいペス砂
4の鰻・・..、ζれ';Ul;I.:(削当する人隠幽楊で.. 
eん..合縫<t'"固.7>・-，・，.固ーユ皐-
011-"'2即時日m・して"ささい.
・'.民周崎"'¥01110-13舗白.前'嶋札耐顎週陪色

バドミントンの匝渇 〈三筆中修曹酋〉

〈細川，プ鮒胴船
。 lチム3グプルスで、プo.タ馴ト 少jンP・..
醐..捕の111.(:-111;:陶り...
〈小軸トム剣捕手...・〉

01<酔 "SÁøシング..協加 -1" " :I~，， 1 4!
ゆ臨時、子ども即時院で蹴Lt:1-ー
ムで同一個体.切"酔-.，で幽喝で.ます.
"".ダブルス..>
0・f.Jた値 ..のペ?でぬれば年働盛岡いまぜん.
..復関・---'f-網S略奪.

サイクリングのE・
0・aドリームnド人口か切一日休"【既日時閣〉 まで住
.・刷...進"走り重す.小.，写生以K4」らぽれ
でも・8闘できf.'f". tJ 1r-句集筒争各自拘..'1!1i!lf 
!J "Wfiia yリ-.. .， '"叫口、
砂幽..聞 ..附崎.耐.同'"'

ちびっこ野援のE場 TETRJZF開
C刈、"4-6厚生の見室で スポーツ少匂羽1予どb金
・1削どの闘でテ-')品川-"'10枇"
人以内.プロヲ タ瞬ト テ，シト方式 (Aプ0， ク"

611'.金会合"、 Bプロヲタ'"・5匁生).
H月…6崎か岬闘機捕で刷会
・・銀銭周舗 午嗣8・・.雨天周回対‘-
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奈良市民憲章

.且~H '"のふる"， 冊Lい世量とすPれ止宜..産量
守号、 直.~I!(H""ふさわしい自置と置。民生ー H ，

う
車血"曹をひら¥f~. 有歩"置・で、 Uつらつと

'"量い人圃区日町草"う，
高島，書置の量"みん，.，晶..回ために、.たがい
に量け晶いま ，，う，

轟皇国揖置で事相"ち.111畠'"あたたかく園切K甚
L宜" う，
車畠同.，ゆくまち，市民め劃量で、，匝E園田のと阻止
画Lい且みよい量ちづ く ~HHd.

(縄11集11後11配)
今年"圃I/という日が少なくτ、麗い
夏でしたねー帽申"か.作物に車曹が出"

L、曲、<'"です .

と4ろで、このIbが車で回、干Eもが

と也りの仲良し書んι揖bれτ、閉めて早
朝申'ジオ体酬に番組しました.おかげで

早起ーになり、今.で朝からバタパタして

いた申削ウア申ょう .阻歩に出τみたら
空気酎斬鮮でとても書わやか.‘阜担畠 l草

三文也樽“といい草す削もほんとに憎した

気分.

事て、今草四.も、なら宜つり'"慣々

な岨Lが聞かれ宜 Lた..司書んにとョて

はどんな夏休みだゥたでLょうかー.

そ呂そろE由雄れが出てくるこ晶、体記

は賢岳つ吋たいも白ですね. 。。

明続印剛健友会をま印制
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